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鎌
足
、入
鹿
の
首
に
追
わ
れ

気
都
和
既
神
社
（
明
日
香
村
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
明
日
香
村
上
１
７
２

（
祭
神
）
気
津
別
命
、
天
児
屋
根
命

（
交
通
）
近
鉄
橿
原
神
宮
前
駅
東
口
ま
た
は

飛
鳥
駅
前
か
ら
赤
か
め
周
遊
バ

ス
｢
石
舞
台
｣
下
車

徒
歩
約

分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
無
(
若
干
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
有
)

気
都
和
既
神
社
は
明
日
香

村
東
部
・
上
地
区
の
冬
野

川
沿
い
に
あ
る「
茂
古
の
森
」

に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
創
始

は
不
明
で
す
が
、
平
安
時
代

の
延
喜
式
神
名
帳
に
記
載

さ
れ
た
式
内
社
で
す
。

飛
鳥
時
代
の
６
４
５
年
に

起
き
た
乙
巳
の
変
。
蘇
我
入

鹿
が
中
大
兄
皇
子
（
後
の
天

智
天
皇
）
、
中
臣
鎌
足
（
後

の
藤
原
鎌
足
）
ら
に
飛
鳥
板

蓋
宮
で
討
た
れ
る
な
ど
蘇

我
本
宗
家
は
滅
び
、
政
治
は

大
化
改
新
へ
と
動
き
ま
す
。

暗
殺
後
、
鎌
足
は
入
鹿
の

首
に
追
わ
れ
気
都
和
既
神
社

ま
で
逃
げ
の
び
た
と
い
う
伝

承
が
あ
り
ま
す
。
茂
古
の
森

の
名
は
そ
の
と
き
に
鎌
足
が

言
っ
た「
も
う
来
ぬ
だ
ろ
う
」

が
由
来
と
さ
れ
、
境
内
に
は

鎌
足
が
腰
を
掛
け
た
と
伝
わ

る
石
が
あ
り
ま
す
。

同
神
社
の
祭
神

気
津
別

命
は
物
部
氏
と
縁
が
あ
る

と
さ
れ
ま
す

鎌
足
は

か
つ

て
仏
教
導
入
を
め
ぐ
っ
て
蘇

我
氏
と
敵
対
し
た
物
部
氏
の

系
統
の
同
神
社
に
逃
げ
込
ん

だ
と
の
解
釈
も
あ
り
ま
す
。

入
鹿
の
首
は
飛
鳥
寺
西
側

や
奈
良
・
三
重
県
境
の
高
見

山
ま
で
飛
ん
だ
と
も
伝
わ
り

ま
す
。
同
神
社
と
高
見
山
は

飛
鳥
板
蓋
宮
跡
か
ら
見
て
ほ

ぼ
東
方
向
に
あ
る
の
が
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。

明
治
時
代
に
上
地
区
近
く

の
春
日
神
社
な
ど
２
神
社
が

廃
止
さ
れ
、
祭
神
の
天
児

屋
根
命
が
気
都
和
既
神
社

に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。
天
児

屋
根
命
は
中
臣
氏
の
祖
神
で

す
。
時
を
超
え
鎌
足
は
同
神

社
と
縁
が
深
い
よ
う
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

久
門
た
つ
お
）

「
茂
古
の
森
」
の
中
に
あ
る
気
都
和
既
神
社
の
本
殿

‖
明
日
香
村
上
で


